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再
稼
働
許
す
な
、原
発
な
く
せ

金
曜
日
行
動
を
継
続

■
沖
縄
県
名
護
市
の
辺
野
古
沖

に
広
が
る
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の

海
。そ
れ
が
テ
レ
ビ
に
映
る
た

び
「
一
度
は
住
ん
で
み
た
い
、

行
っ
て
み
た
い
」と
思
う
。■
海

の
熱
帯
林
と
言
わ
れ
る
「
サ
ン

ゴ
」は
幻
想
的
な
世
界
を
作
り

出
し
て
い
る
。「
サ
ン
ゴ
」は
水

温
の
変
化
、汚
染
水
、紫
外
線
の

強
弱
で
生
存
が
左
右
さ
れ
る
。

一
番
の
天
敵
は
人
間
。埋
め
立

て
や
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
な
ど
な

ど
。絶
滅
の
危
機
に
あ
る
ジ
ュ

ゴ
ン
も
生
息
し
て
い
る
。■
安

倍
政
権
が
金
と
脅
か
し
で
沖
縄

県
仲
井
真
知
事
を
恫
喝
。知
事

は
米
軍
普
天
間
基
地
の
「
県
外

移
設
」の
公
約
を
投
げ
捨
て
、名

護
市
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建

設
を
容
認
し
、屈
服
し
た
。「
知

事
は
屈
服
し
て
も
、私
た
ち
は

負
け
な
い
、新
基
地
は
許
さ
な

い
」と
い
う
沖
縄
の
「
総
意
」を

示
す
名
護
市
長
選
の
投
開
票
が

１
月
19
日
に
行
わ
れ
た
。■
結

果
は
「
海
に
も
陸
に
も
新
た
な

基
地
を
つ
く
ら
せ
な
い
」と
公

約
し
た
稲
嶺
氏
が
１
９
８
３
９

票
。
基
地
推
進
の
末
松
氏
が

１
５
６
８
４
票
で
、稲
嶺
氏
が

４
０
０
０
票
以
上
の
差
で
圧
勝

し
た
。■
し
か
し
、安
倍
政
権
は

「
選
挙
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
進

め
る
」と
言
う
。民
主
主
義
の
か

け
ら
も
な
い
。土
地
や
水
道
な

ど
の
使
用
は
市
長
の
承
認
が
必

要
だ
。「
や
れ
る
も
の
な
ら
、や

っ
て
み
ろ
」と
言
い
た
い
。今
度

は
国
民
が
許
さ
な
い
。さ
あ
次

は
東
京
都
知
事
選
だ
。「
世
界
で

一
番
危
な
い
男
」安
倍
総
理（
政

権
）を
退
陣
さ
せ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
柳
谷
）

制
定
求
め
青
森
市
長
と
懇
談

賃上げ、ブラック企業根絶
各地域労連が新春行動

安倍政権と
　“激突”の年

地
場
賃
金
の
底
上
げ
を

鹿内青森市長（左）と懇談する県労連役員ら

　
「
世
界
で
一
番
企
業
が
活

動
し
や
す
い
国
」「
海
外
で

　

公
契
約
条
例
は
、
自
治
体
が

発
注
す
る
公
共
工
事
や
委
託
事

業
を
民
間
企
業
と
契
約
す
る
際

に
、
賃
金
・
労
働
条
件
を
適
正

に
定
め
、
確
実
に
労
働
者
へ
の

適
用
を
義
務
づ
け
る
条
例
。
全

労
連
・
県
労
連
の
要
求
運
動
の

柱
の
ひ
と
つ
。
官
製
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
の
増
大
と
劣
悪
な
労
働

環
境
が
大
き
な
社
会
問
題
化
し

て
い
る
中
で
、
益
々
重
要
に
な

戦
争
出
来
る
国
」
目
指

す
安
倍
政
権
。
反
動
的

強
権
の
本
性
も
露
わ
に

暴
走
を
始
め
た
。
国
会

内
の
多
数
議
席
を
笠
に
、

や
り
た
い
放
題
な
の
だ

ろ
う
が
、
国
民
の
中
で

は
少
数
派
だ
と
い
う
の

が
真
実
だ
。

し
た
。
下
北
地
区
労
連
は
、
年

明
け
早
々
の
４
日
に
行
動
。

　

東
青
労
連
は
寒
風
を
つ
い
て

６
名
が
参
加
。
青
森
市
役
所
バ

ス
停
前
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
根

公契約
条 例

　
県
労
連
は
１
月
10
日
、
鹿
内
青
森
市
長
と
「
公
契
約
条
例
」
問

題
に
つ
い
て
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
県
労
連
は
地
場
労
働
者
の
賃

金
底
上
げ
策
と
し
て
、
最
賃
額
引
上
げ
と
並
び
公
契
約
条
例
の
制

定
を
重
視
。
関
係
団
体
と
会
合
を
繰
り
返
し
、
県
内
で
は
先
ず
青

森
市
で
の
制
定
実
現
に
努
力
中
で
す
。

　

全
労
連
・

国
民
春
闘
共

闘
い
っ
せ
い

新
春
行
動
日

の
１
月
８
日

に
、
東
青
労

連
、
中
弘
南

黒
地
区
労
連
、

西
北
五
地
区

労
連
、
三
八

地
労
連
が
街

頭
宣
伝
行
動

を
実
施
し
ま

バ
ス
車
内
放

送
始
め
ま
す

青森市営

ア
メ
リ
カ
の
意
に
沿
っ
た
国

家
権
力
総
動
員
の
圧
力
に
抗

　

早
く
も
そ
の
こ
と
の
ひ

と
つ
の
証
明
が
示
さ
れ
た
。

し
、
沖
縄
県
名
護
市
長

選
で
「
新
基
地
ノ
ー
」

の
稲
嶺
氏
が
圧
勝
し
た
。

目
前
の
東
京
都
知
事
選

で
も
良
識
を
示
し
た
い
。

　

今
年
は
、
改
憲
・
原

発
・
消
費
税
・
雇
用
ル
ー

ル
・
社
会
保
障
・
Ｔ
Ｐ

Ｐ
・
米
軍
基
地
な
ど
を

絶
・
大
幅
賃
上
げ
チ
ラ
シ
と
労

働
相
談
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
セ
ッ
ト

で
配
布
。
柳
谷
事
務
局
長
が
マ

イ
ク
を
握
り
、
国
民
共
同
の
力

で
、
秘
密
保
護
法
廃
止
・
消
費

税
増
税
中
止
・
社
会
保
障
改
悪

反
対
・
大
幅
賃
上
げ
な
ど
の
実

東青労連の新春行動

っ
て
い
ま
す
。

　
「
公
契
約
法
」は
、Ｉ
Ｌ
Ｏ（
国

際
労
働
機
関
）
第
94
条
に
明
記

さ
れ
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な

ど
世
界
で
61
カ
国
が
批
准
、
国

内
で
も
少
数
な
が
ら
既
に
制
定

し
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま

す
。

　

鹿
内
市
長
は
「
条
例
に
つ
い

て
は
市
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
新
潟
市
の
賃
金
実
態
調
査

を
参
考
に
市
と
し
て
も
公
契
約

に
関
わ
る
労
働
者
の
賃
金
実
態

を
調
査
中
。
３
月
ま
で
に
は
集

計
し
公
表
。
そ
の
結
果
を
見
て

か
ら
制
定
す
る
か
否
か
を
判
断

し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

県
労
連
は
三
役
を
中
心
に
懇

談
に
臨
み
、
公
契
約
運
動
の
重

要
性
、
全
国
の
条
例
制
定
の
状

況
、
条
例
の
地
域
経
済
へ
の
波

及
効
果
の
大
き
さ
な
ど
説
明
。

青
森
市
の
民
間
委
託
・
指
定
管

理
者
制
度
下
の
職
場
・
労
働
実

態
の
過
酷
さ
を
述
べ
、
条
例
制

定
を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

現
で
安
倍
内
閣
に
よ
る
暴

走
を
必
ず
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

　

秘
密
保
護
法
強
行
、
靖

国
神
社
参
拝
、
沖
縄
新
基

地
押
し
つ
け
な
ど
保
守
層

や
海
外
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も

批
判
の
声
が
あ
が
る
強
権

政
治
を
続
け
る
安
倍
自
公

政
権
。
政
策
は
民
意
に
背

く
内
容
ば
か
り
で
す
。
国

巡
っ
て
、
安
倍
政
権
と
の

〝
激
突
〞の
年
だ
。　
（
Ｔ
）

民
と
の
矛
盾
が
益
々
深
ま
る
の

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　【
県
春
闘
共
闘
会
議
「
14
年

春
闘
勝
利
決
起
集
会
・
デ
モ
」】

２
月
22
日
（
土
）
13
時
〜
、
県

教
育
会
館
２
階
会
議
室
。
み
ん

な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

　

大
震
災
と
福
島
原
発
過
酷
事

故
か
ら
、
も
う
す
ぐ
３
年
。
全

国
的
に
巻
き
起
こ
っ
た
反
対
運

動
に
よ
り
昨
年
９
月
以
降
、
稼

働
中
の
原
発
は
ゼ
ロ
で
す
が
、

安
倍
政
権
は
「
重
要
な
ベ
ー
ス

電
源
」
と
位
置
付
け
、
原
発
推

進
姿
勢
を
変
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

金
曜
日
行
動
は
、
県
内
で
も

青
森
、
む
つ
、
八
戸
、
十
和
田

を
中
心
に
実
施
。
弘
前
を
含
め

「
再
稼
働
許
す
な
、
原
発
・
核

燃
な
く
せ
！
」
の
運
動
を
継
続

中
で
す
。
青
森
行
動
の
中
心
的

な
一
人
、立
柳
作
之
進
さ
ん（
県

労
連
副
議
長
）
は
、「
開
始
以
降
、

私
た
ち
は
一
度
も
欠
か
さ
ず
続

け
、
昨
年
最
後
の
金
曜
日
の
12

月
27
日
で
73
回
を
数
え
ま
し
た
。

今
年
も
１
月
３
日
の
金
曜
日
か

ら
実
施
。
こ
れ
か
ら
も
、
諦
め

る
こ
と
な
く
青
森
駅
前
公
園
に

立
ち
続
け
ま
す
」
と
決
意
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

　

県
労
連
は
、
今
年
４
月
か
ら

来
年
９
月
ま
で
の
１
年
半
、
青

森
市
営
バ
ス
車
内
放
送
を
実
施

し
ま
す
。
放
送
場
所
は
、
文
化

会
館
前
（
片
道
）・
働
く
女
性

の
家
前
（
往
復
）・
西
部
郵
便

局
前
（
往
復
）
の
３
停
留
所
。

合
わ
せ
て
一
日
約
400
回
放
送
。

内
容
は
、「
長
時
間
労
働
、
残

業
代
不
払
い
、
休
暇
、
パ
ワ
ハ

ラ
、
解
雇
な
ど
で
困
っ
て
い
る

方
は
、
７
６
２
―
６
２
３
４
の

青
森
県
労
連
に
ご
相
談
下
さ

い
」
―
で
す
。

　【
お
知
ら
せ
】

　

さ
よ
う
な
ら
原
発
・
核
燃

「
３
・
11
」
青
森
集
会
（
Ｎ
Ｏ

　

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ　

Ｄ
Ａ
Ｙ
）
＝

３
月
９
日
12
時
30
分
〜
16
時
、

リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

青
森
（
作
家
・
鎌
田
慧
、
詩
人
・

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
、
弘
大

教
授
・
宮
永
崇
史
３
氏
の
お
話

し
と
デ
モ
行
進
を
予
定
）
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第279回
クロスワード
パズル

▶
下
北
地
区
労
連

▶
上
十
三
地
労
連

▶
三
八
地
労
連

▶
西
北
五
地
区
労
連

▶
中
弘
南
黒
地
区
労
連

県 労 連
地域労連

 
 

〈ろうきん〉は、2014 年年 1 ⽉月 5 ⽇日より  
新しいオンラインシステムへ移⾏行行しました。  

移⾏行行にあたりましては、みなさまにご理理解とご協⼒力力を賜り、  
誠にありがとうございました。  

今後ともサービス向上に努めてまいりますので、  
引き続き〈ろうきん〉をご愛顧くださいますよう  

お願い申し上げます。  

おかげさまで、  
新しいオンラインシステムへの移⾏行行が完了了いたしました。  

東北北労働⾦金金庫⻘青森県本部   ⻘青森市本町３丁⽬目 3-‐‑‒11   ☎017(777)6165  

●
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
に
回
答
。氏
名
、住
所
、組

合
名
を
書
い
て
送
っ
て
下
さ

い
。余
白
に
職
場
の
様
子
や

最
近
の
出
来
事
な
ど
を
ぜ
ひ

お
寄
せ
下
さ
い
。正
解
者
の

中
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
３
月
15
日
●
発
表

＝
４
月
号
●
宛
先
＝
表
面
題

字
下
に
表
記
。Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第
279
回

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
係
」

ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
‥
額
。‥
五
湖

③
節
分
に
食
べ
る
巻
き
ず
し

⑦
曲
げ
た
り
伸
ば
し
た
り
す
る

‥
運
動

⑨
長
野
や
青
森
産
が
有
名

⑩
常
夏
の
国
と
呼
ば
れ
る
米
国

の
州

⑪
男
性
の
下
肢
に
生
え
ま
す

⑫
身
分
。大
臣
の
‥

⑭
‥
堀
で
魚
‥

⑯
地
面
の
下
を
走
る
‥
鉄

⑱
小
指
の
隣
は
‥
指

⑳
連
れ
と
は
ぐ
れ
る
こ
と

㉒
‥
相
愛
の
仲

㉔
‥
を
高
く
し
て
寝
る

㉕
手
を
握
り
合
う
こ
と

㉖
落
雷
よ
け
の
金
属
棒

㉗
‥
よ
り
証
拠

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
節
分
「
鬼
は
外
‥
」

②
本
当
に
あ
っ
た
話
で
す

③
日
本
の
通
貨
単
位

④
買
値
は
安
い
が
‥
は
高
い

⑤
全
面
が
輝
い
て
丸
く
見
え

る
月

⑥
俳
句
で
梅
は
春
の
‥

⑧
動
物
を
育
て
ま
す

⑪
首
都
ベ
ル
ン
、国
名
は
？

⑬
最
後
に
落
ち
の
あ
る
演
芸

⑮
節
分
の
次
の
日
は
？

⑰
雪
室
。秋
田
県
横
手
市
の

も
の
が
有
名

⑲
利
子
。金
利

㉑
用
件
を
人
に
頼
む
こ
と

㉓
正
面
の
反
対
面
で
す

㉔
機
能
が
停
止
。交
通
‥

㉕
そ
れ
い
け
‥
パ
ン
マ
ン

第
277
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》カ
レ
ン
ダ
ー

《
当
選
者
》25
通
の
応
募
で

全
員
正
解
で
し
た
。当
選
者

は
次
の
方
々
で
す
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。斎
藤
美

緒
（
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
家

族
）、岡
本
猛
（
年
金
者
合
）、

久
保
田
栄
美
（
県
教
組
）、中

村
友
是
（
私
教
連
）、石
村
愛

子
（
県
教
組
）

　
コ
ン
ビ
ニ
で
買
�
た

ア
イ
ス
を
食
べ
た
ら
当
た
り
で

し
た
。（
斎
藤
美
緒
・
ひ
だ
ま

り
ユ
ニ
オ
ン
家
族
）

　
講
師
の
組
合
員
を
悪
く

話
す
先
生
が
い
て
寂
し
く
な
り

ま
す
。（
高
教
組
・
笹
美
子
）

　
誰
で
も
そ
う
で
し
�
う
が
�

正
月
太
り
で
す
。（
久
保
田
栄

美
・
県
教
組
）

　
穏
や
か
な
年
末

年
明
け
の
天
気
が
心
配
（
今
晴

美
・
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
２
月
に
契
約
更
新
の

話
が
あ
り
ま
す
。
胃
が
痛
い
で

す
。（
県
国
公
）

　
健
康
だ
�
た
の
で

良
い
年
で
し
た
。（
長
内
幸
子
・

建
交
労
家
族
）

　
カ
レ
ン
ダ
�
に
よ
く

書
き
込
む
私
で
す
。（
中
村
友

是
・
私
教
連
）

　
雀
を
よ
く
見
ま
す
�

（
柳
谷
光
子
・
年
金
者
組
合
）

　
雪
道
と
犬
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。（
細
川
弘

彦
・
年
金
者
組
合
）

　
苦
痛
の
雪
か
き
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。（
岡
本
猛
・

年
金
者
組
合
）

　
一
人
ひ
と
り
の
力
を

大
き
な
力
に
。
ガ
ン
バ
ロ
ー
！

（
桧
山
康
博
・
学
習
協
）

　
今
年
も
出
来
る
限
り

頑
張
り
ま
す
。（
村
田
稔
・
年

金
者
組
合
）

　
安
心
し
て
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
年
に
な
る
よ
う
に
。

（
伊
勢
谷
渚
・
私
教
連
）

　
退
職
ま
で
秒
読
み
に

入
り
ま
し
た
。（
石
村
愛
子
・

県
教
組
）

成人式典で
ティッシュまき宣伝
～ひだまりユニオン～

　

１
月
25
日

午
後
、
リ
ン

ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル

青
森
を
会
場

に
、
142
名
の

参
加
で
「
福

島
原
発
・
汚

染
水
問
題
を

考
え
る
学
習

会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

主
催
団
体
は
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
施
設
立
地
反
対
連
絡
会
議
。

講
師
は
、
地
下
水
や
地
質
専
門

の
柴
崎
直
明
福
島
大
学
教
授
で

し
た
。

　

歴
史
上
、
最
大
・
最
悪
の
公

害
で
あ
る
福
島
原
発
事
故
。
事

故
発
生
か
ら
３
年
近
く
経
過
し

た
現
在
も
東
電
ま
か
せ
、
コ
ス

ト
優
先
な
ど
お
粗
末
な
対
策
の

結
果
、
深
刻
な
事
故
や
ト
ラ
ブ

ル
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
中
で

も
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
水

被
害
拡
大
は
、
危
機
的
状
態
で

す
。
柴
崎
氏
は
１
時
間
半
か
け
、

約
200
枚
の
ス
ラ
イ
ド
を
映
写
し

詳
し
く
説
明
。
講
演
後
も
参
加

者
か
ら
の
質
問
に
、
丁
寧
に
答

え
て
い
ま
し
た
。

　

学
習
を
通
し
て
、改
め
て「
原

発
・
核
燃
い
ら
な
い
」
を
確
信

し
ま
し
た
。

福島原発・汚染水
問題を考える学習会

　

１
月
12
日
、

青
森
市
の
成
人

式
典
会
場
「
リ

ン
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

青
森
」前
で
、ひ

だ
ま
り
ユ
ニ
オ

の
安
倍
政
権
。
１
月
24
日
か
ら

は
通
常
国
会
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
平
和
と
民
主
々
義
、国
民
・

労
働
者
の
暮
ら
し
を
守
る
闘
い

め
ま
し
た
。

　

県
労
連
と
東
青
労
連
は
合
同

で
１
月
10
日
に
開
催
。
会
場
の

「
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
」
に
来
賓

を
含
め
100
名
を
超
え
る
出
席
者
。

あ
お
も
り
セ
ン
タ
ー
合
唱
団
に

よ
る
歌
声
で
華
や
か
に
開
幕
し

ン
が
労
組
の
宣
伝
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
布
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
５
名
。「
お
め
で
と

う
。社
会
に
出
た
ら
役
立
ち
ま

す
よ
」と
声
を
か
け
、新
成
人
に

闘
い
の
決
意
を
固
め
合
う

新
年「
旗
開
き
」を
開
催

▶
142
名
が
参
加
し
た
学
習
会

県労連・東青労連合同

　
今
年
も
安
倍
内
閣
と
の

闘
い
が
続
き
ま
す
。（
長
内
一
・

建
交
労
）

　
昨
年
の
カ
レ
ン
ダ
�
は

メ
モ
書
き
だ
ら
け
。
元
気
な
証

拠
。（
成
田
明
雅
・
年
金
者
組
合
）

　
カ
レ
ン
ダ
�
�
ど
こ
に

飾
っ
た
の
？
と
聞
い
た
ら
「
居

間
（
今
）
で
し
ょ
！
」
だ
っ
て
。

（
宇
部
好
子
・
県
教
組
）

　

県
労
連
と
各
地
域
労
連
の
新

年
「
旗
開
き
」
が
相
次
い
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
臨
時

国
会
か
ら
急
速
に
、
暴
走
続
き

ま
し
た
。

　

奥
村
県
労
連
議
長
は
開
会
挨

拶
で
改
憲
・
消
費
税
・
原
発
・

Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
普
天
間
基
地
な
ど
国

民
的
課
題
が
、
安
倍
政
権
下
で

ど
う
推
移
し
た
か
に
触
れ
、「
座

視
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
国
民

の
共
同
行
動
で
跳
ね
返
そ
う
。

目
前
の
沖
縄
県
名
護
市
長
選
、

首
都
・
東
京
知
事
選
で
必
ず
勝

利
し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

労
組
紹
介
、
余
興
、
ゲ
ー
ム

な
ど
で
交
流
の
後
、「
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
大
合
唱
で
締
め
ま
し
た
。

　

10
日
に
は
、
下
北
地
区
労
連

（
参
加
者
11
名
）、
上
十
三
地
労

連
（
14
名
）
も
開
催
。
三
八
地

労
連
は
45
名
の
参
加
で
17
日
に

開
催
、
田
中
県
労
連
事
務
局
長

が
激
励
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
同

日
に
西
北
五
地
区
労
連
も
18
名

参
加
、
今
県
労
連
副
議
長
が
激

励
挨
拶
。
中
弘
南
黒
地
区
労
連

も
開
催
、
参
加
者
は
45
名
。
奥

村
県
労
連
議
長
が
激
励
の
挨
拶

を
し
ま
し
た
。

手
渡
し
ま
し
た
。

は
待
っ
た
な
し

で
す
。
新
年
の

闘
う
決
意
を
固


